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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｋ  47/12    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/34    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月7日(2012.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カチオン性両親媒性分子と、アニオン性両親媒性分子及び両イオン性両親媒性分子の少
なくとも１種と、を含むリポソームであって、前記リポソームを水性媒体中に分散させた
とき、前記分散液のｐＨが６．５未満の酸性環境下でプラスのゼータ電位を有し、前記分
散液のｐＨが８．５以上の塩基性環境下でマイナスのゼータ電位を有する、ｐＨ応答性リ
ポソーム。
【請求項２】
　前記分散液のｐＨが６．５未満の酸性環境下で目的物質を保持し、前記分散液のｐＨが
８．５以上の塩基性環境下でと目的物質を放出するものである、請求項１記載のｐＨ応答
性リポソーム。
【請求項３】
　前記カチオン性両親媒性分子を、リポソームの構成脂質の合計モル数に対して５～９５
モル％含み、前記アニオン性両親媒性分子及び両イオン性両親媒性分子を、リポソームの
構成脂質の合計モル数に対して合計で５～９５モル％含むものである、請求項１又は２記
載のｐＨ応答性リポソーム。
【請求項４】
　前記分散液のｐＨが７．０以上８．０未満の範囲で、前記ｐＨ応答性リポソームのゼー
タ電位がｐＨの増加とともにプラスからマイナスに変化するものである、請求項１～３の
いずれか１項に記載のｐＨ応答性リポソーム。
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【請求項５】
　前記ゼータ電位がプラスからマイナスに変化すると、保持していた目的物質を放出する
ものである、請求項１～４のいずれか１項に記載のｐＨ応答性リポソーム。
【請求項６】
　前記カチオン性両親媒性分子は、前記分散液のｐＨが６．５未満の酸性環境下でイオン
化し易く、前記分散液のｐＨが８．５以上の塩基性環境下でイオン化し難い、カチオン性
官能基を含むものである、請求項１～５のいずれか１項に記載のｐＨ応答性リポソーム。
【請求項７】
　前記カチオン性官能基は、アミノ基、グアニジノ基、イミダゾール基及びこれらの誘導
体からなる群より選ばれるものである、請求項６記載のｐＨ応答性リポソーム。
【請求項８】
　次式で示されるカチオン性両親媒性分子の少なくとも１種を構成脂質として含む、請求
項１～７のいずれか１項に記載のｐＨ応答性リポソーム。
【化１】

［式中、ｎは、それぞれ独立して、８～２２の整数であり、ｍ又はｋは、それぞれ独立し
て、１～１４の整数である。］
【請求項９】
　次式で示されるアニオン性両親媒性分子又は両イオン性両親媒性分子の少なくとも１種
を構成脂質として含む、請求項１～８のいずれか１項に記載のｐＨ応答性リポソーム。



(3) JP 2010-209012 A5 2012.4.19

【化２】

［式中、ｎは、それぞれ独立して、８～２２の整数である。］
【請求項１０】
　コレステロール分子をリポソームの構成脂質の合計モル数に対して０．０１～３０モル
％含むものである、請求項１～９のいずれか１項に記載のｐＨ応答性リポソーム。
【請求項１１】
　ポリエチレングリコール結合両親媒性分子をリポソームの構成脂質の合計モル数に対し
て０．１～５０モル％含むものである、請求項１～１０のいずれか１項に記載のｐＨ応答
性リポソーム。


	header
	written-amendment

